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ク管理システム [1, 2, 3, 4]が開発されてきた．
そこで，人間を中心としたネットワーク管理に焦点を当て管理者の作業負担を軽減す
るという課題を解決するための能動的情報資源 [5] に基づくネットワーク管理システム
（Active Information Resource based Network Management Support System :AIR-NMS）[6]
が研究されてきた．この研究の目的は，管理者が持つ障害解決の知識等，ネットワーク管
理を取り巻く多くの情報資源を自律的に動作させ，管理者の障害に対する問題解決や管理























































































































































































































































































































































































































































































































































































図 4.2に AIR-Space serverと AIR-Space interface間の設計を示す．AIR-Space serverと
AIR-Space interface間の相互関係認識プロトコルの実装について手順の詳細を述べる．
1. AIR-Space interfaceが相互関係認識プロトコルのメッセージ（図 4.2では install）と
AIR-Space interfaceに存在する指定されたAIR情報をAIR-Space serverに送信する．
これらの情報は AIRSpaceClientBootから通信を行う．














































相互関係を AIR-Spaceに存在している全 AIR-Space interfaceに一斉通知する．
































図 4.3にAIR-Space interfaceとAIR間の設計を示す．AIRがAIR-Space interfaceを中継
して通信を行う方法の詳細を述べる．
1. AIRのClientConnectionが AIR-Space interfaceのClientAcceptに接続を行う．
2. AIR-Space interfaceは AIRからの接続を待ち受け，ClientThreadを作成する．
3. AIRのClientConnectionとAIR-Space interfaceのClientThreadを接続することによっ
て，AIRが AIR-Space interfaceを利用することができる．




6. 他の AIRと通信する際には，AIR-Space interfaceの AIRSpaceClientBootを用いて，











AIR-Spaceに AIR を追加する．または，AIR の識別子が同一のものが AIR-Space
serverに保持されていれば，AIRを有効化する．更に，追加・有効化されたAIRの








































































































































































































































































































　ホスト Aを追加する際に，ホスト Aの死活監視 AIRが相互関係認識プロトコル
installを実行する事により，ホストAにある死活監視AIRのAIR情報のPresenceが
ONLINEに変更される．そして，ホストBにある死活監視AIRの相互関係の状況と






況として Linkが更新された．ホスト Aの死活監視 AIRが更新され通信が不可能な
状態であることが更新された Linkにより示されている．
3⃝. 管理対象機器からホスト Aを削除












1⃝. 手動でホスト A上に oldAIRを追加
2⃝. 手動でホスト B上に newAIRを追加
3⃝. 自動的に oldAIRが無効化







1⃝. 手動でホスト A上に oldAIRを追加
oldAIRを追加する際に，oldAIRが相互関係認識プロトコル installを実行する事に
より，ホスト Aにある古いバージョンのネットワークトポロジー AIRの AIR情報
の PresenceがONLINEに変更された．
2⃝. 手動でホスト B上に newAIRを追加
相互関係認識プロトコル installにより，ホストAにある古いバージョンのネットワー








4⃝. 手動でホスト B上から newAIRを削除
相互関係認識プロトコルpurgeにより，ホストAにある古いバージョンのネットワー

































Cc + n (5.7)
• システムの設定作業回数







Cc′ + l × n (5.10)
• システムの設定作業回数
B = Cs′ +m+ (Cc′ + l × n)×m (5.11)
実験システムでの差分を示す為，
l = m− 1 (5.12)
となる．提案手法と既存手法との差分を以下に示す．












































































































































順番	 プロトコル	 変化した情報	 InteractionInfo AirIdentifier Presence 
①	  install	 Link	 LiveCheck	 air1@hostA	 ONLINE	
②	 　remove	 Link	 LiveCheck	 air1@hostA	 OFFLINE	
③	  purge	 Link	 削除	 削除	 削除	
AIR	
順番	 プロトコル	 変化した情報	変化した内容	
①	 install	 Presence	 ONLINE	
②	 remove	 Presence	 OFFLINE	





































手順	 プロトコル	 変化した情報	 InteractionInfo AirIdentifier Presence 
②	  install	 Link	 NetTopology	 newAIR@hostB	 ONLINE	
④	  purge	 Link	 削除	 削除	 削除	
手順	 プロトコル	 変化した情報	変化した内容	
①	 install	 Presence	 ONLINE	
③	 remove	 Presence	 OFFLINE	
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